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5 月 10 日に京都文化博物館において、祇園祭の蟷螂山
に関する展示を見学した。また、同日に鷹山保存会の区
域内のちおん舎において、その家屋や蔵を拝見した。そ
























21 日に第 1 回目の鷹山へのプレゼンテーションを行っ
た。
（4）デザインの修正と展開





Gion Festival Takayama Float Reconstruction Project 2:
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138. BULLETIN Vol.63  FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS
デザインの追加条件とすることになった。





・ 浴衣は 4-5 年ごとにデザインしなおすが、このデザイ
ンは正式巡行にも用いる
・染色技法は、シルクスクリーン（手捺染）
・ リピートは、横は 40 センチ。縦は通常 76 センチだが、











・ 色彩は地色を含んで 3色までとする（例 1：地は白、文
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学生が自由に見学した。7月 21 日は教員が引率し、後祭
の宵山において町内の飾り物を見学し、祭囃子を聞いた。



































保存会に贈呈」平成 30 年 6 月 3 日；（2）KBS京都放送局
「復興へ鷹山の衣装が完成」平成30年 6月 3日；（3）J:COM
京都みやびじょん「祇園祭鷹山の衣装完成」平成 30 年 6
月 6 日；（4）KBS京都放送局「復興に向け鷹山囃子方衣
装のデザイン決まる」平成 30 年 7 月 26 日；（5）J:COM




年 6 月 4 日；（2）読売新聞（朝刊）「祇園祭鷹山復活後押
し」平成 30 年 6 月 4 日；（3）産経新聞（朝刊）「京都市
芸大生ら鷹山衣装デザイン」平成 30 年 6 月 4 日；（4）毎
日新聞（朝刊）「市立芸大「格好ええ」衣装制作」平成 30
年 6 月 7 日；（5）京都新聞（朝刊）「鷹山 3神体勇壮な扇
子に」「授与品市立芸大生が考案」平成 30 年 7 月 22 日；
（6）京都新聞（朝刊）「囃子方の衣装、市芸大生提案」平
成 30 年 7 月 27 日
【Web新聞】計 1件：（1）烏丸経済新聞「祇園祭鷹山の
曳き手衣装完成　京都市立芸術大学の学生らがデザイ




141.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.63
現在、選定されたデザインに基づいてデザインモデル
が制作されている。制作されたモデルは、四条通りの祇
園祭ギャラリーにおいて2019年初夏に展示される予定で
ある。
なお、次年度はこのテーマ演習で音頭取り（山鉾を先
導する役）、車方（山鉾の進行をコントロールする役）、屋
根方（屋根に乗り障害物を取り払う役）の衣裳をデザイ
ン制作する予定であり、継続して鷹山の復興支援に関
わってゆく。
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図 7　Ｔシャツ用に選ばれた杉山佳代のデザイン
図 8　手ぬぐい用に選ばれた土屋さおりのデザイン

